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研究成果の概要（和文）： 
平成 13 年度に政府が発表した「保健医療分野の情報化にむけてのグランドデザイン」に
て，電子カルテシステムを始め医療 IT 技術の普及が課題の一つとして掲げられました．
以降，急速に医療の IT 化が進み，その結果，かつてない大量の臨床データが電子化され
た状態でストックされつつあります．このデータを有効に利用することができれば患者の
生活習慣と疾患の相関（例えば，喫煙と癌）や，薬品と副作用の相関（タミフルと精神障
害）について過去類を見ない大規模な調査を迅速に行うことが可能となり，臨床研究が加
速的に進展するとして高い期待が寄せられています．しかし，単にデータを電子化しただ
けで，上記のような革新が実現できるわけではありません．電子カルテにおいても自然言
語で入力される箇所が相当な割合で存在します．よって，電子カルテデータを臨床知識と
してフルに活用にするためには，自然言語処理を活用することが必須となります．以上の
背景のもと，本プロジェクトでは模擬診療録を用いた応用研究を進めます．  
 
研究成果の概要（英文）： 
The use of Electronic Health Records (EHR) in hospitals is increasing rapidly 
everywhere. They contain much clinical information about a patient’s health, including 
the frequency of drug usage, related side-effects, and so on, which facilitates 
unprecedented large-scale research. Nevertheless, extracting clinical information from 
the reports is not easy because they are written in natural language. This study 
specifically examines clinical information using dummy records that are also build by 
this project. 
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１．研究開始当初の背景 
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には，自然言語情報を活用することが
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２．研究の目的 
 
本研究では言語処理技術を用
キスト情報を構造化された情報
技術を研究／開発し，その技術
サポートするシステムを構築
行う．  
 
３．研究の方法 
 
カルテ文章は個人情報の塊ともいえる
であり，研究利用が困難である
まず，ダミーのカルテデータを
(phase-1)．(図１参照) 
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図１：ダミーカルテの
（平均的な１枚のカルテ

 
 

ダミーカルテの例 
のカルテ） 



 
 

図２：ダミーカルテのアノテーション
 
 

 
 

 
次にデータのアノテーションを
(phase-2)，これを自動化する
を研究開発する．研究対象となる
有表現特定／表記ゆれ吸収／
析といった基礎研究に分解可能
義と社会的重要性の両方に貢献可能
配慮する． 
最後に，開発した技術を用いたアプリケーシ
ョンを実装し，実験を行う． 
  実験は，固有表現の自動特定
などを行う． 
    
 
実験の結果，表１のような精度
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表 1: 実験結果
age は年齢，time は日付，
名，location は地域名，sexは
は症状名を示す． 

図３：匿名化コピー
 
 
また，このシステムを実装したハード
化コピー）を開発し，発表を
名化コピーは多くのメディアに
れ商品化を複数社と検討している
 
 
４．研究成果 
 
本研究の結果，50 枚のダミーカルテ
成した．このダミーカルテを
布した．また，ダミーカルテをもとに
ークショーク NTCIR10 MedNLP
これは本邦ではじめてのカルテデータを
いたシェアードタスクであり
カ国の研究チームが参加した
年度の開催も決定し，今後の
る． 
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